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士
口

『
の
宮
ぽ
』
の
ツ
ャ
ト
オ
ブ
リ
ア
ン
は
そ
の
『
歴
史
研
究
』
の
う
ち
で
、
史
書
の
種
別
を
哲
学
的
と
鍍
述
的
と
に
記
し
て
い
る
が
（
肺
門
広
島

g

ゲ山田仲
O
H
F
円山口冊目）、

」
の
詩
人
の
言
は
、

世
紀
を
通
じ
て
そ
の
ま
ま
に
長
く
つ
づ
い
た
と
は
言
え
、

そ
の
う
ち
に
は
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
の
よ
う
な
堅

い
哲
学
的
も
あ
り
、
バ
ラ
ン
ト
の
よ
う
な
美
し
い
文
学
的
も
あ
っ
た
。
史
学
は
ま
さ
に
哲
学
と
文
学
と
の
境
界
な
き
境
界
で
あ
る
。
シ
ス
モ
ン

デ
ィ
は
「
哲
学
な
し
の
事
実
の
探
究
は
、
事
実
な
し
の
哲
学
の
探
究
よ
り
誤
り
が
多
い
」
と
、
頗
る
明
確
に
言
い
切
っ
て
居
て
（

Z
E－円凶
g

明日一口前田町・件－口内－
w

－∞
M
仏
）
、
バ
ラ
ン
ト
は
『
ブ
ル
ゴ

l
ニ
ュ
侯
史
』
に
度
々
表
現
の
苦
心
を
く
り
返
し
て
い
た
と
い
う

p
g
u
出血－
HvroHr

戸、回目白骨
O
町
四
叩
HH
匂同回口口ぬ【同何一℃口町

n
mロ仲間ロ
m
－日山
u

－品）。

古
代
思
想
の
エ
ト
ス
の
三
角
の
底
辺
が
考
え
ら
れ
る
境
界
な
き
境
界
が
、

世
紀
初
に
歪
曲
を
生
じ
て
、

二
0
年
代
に
於
け
る

「
サ
ン
ス
ウ

ル
」
的
言
論
旺
盛
の
影
響
を
被
っ
て
、

シ
ス
モ
ン
デ
ィ
的
に
盛
ん
に
な
り
、
ヴ
ェ
リ
イ
の
作
品
も
、
ア
ン
ク
テ
イ
ル
の
作
品
も
殆
ん
ど
一
笑
に

付
し
て
顧
み
ら
れ
ず
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
如
き
ま
で
も
が
、
「
史
学
は
歴
史
絞
述
の
ポ
エ
テ
ィ
ク
で
な
い
」
と
、
不
明
瞭
な
が
ら
も
論
証
的
を
文
学

的
か
ら
遠
ざ
け
る
蓄
を
洩
ら
し
て
い
た

（
U
3
3
0
p
の
E
ロ
今
・
同
凶
・
出
宮
O
H
－r）
。
ま
た
史
学
の
描
写
は
、
結
局
は
「
余
計
な
心
配
」
と
す

る
傾
向
ま
で
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る

（2
ロ
ロ
目
。
山
口
問
者
自
民
Z
J
。
こ
の
う
ち
で
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ミ
シ
ョ
ウ
の
『
中
世
フ
ラ
ン
ス
史
』
特
に
十
字

平
史
だ
け
が
、
省
み
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
同
書
は
寡
聞
に
し
て
私
は
ま
だ
観
る
機
会
が
な
い
。
察
す
る
と
こ
ろ
、
「
何
故
に
」
だ
け
が
強

調
さ
れ
る
に
従
っ
て
、
所
謂
2
の
O
B
B
o
z
－g
n
r
g
g
s
m
O
E
宮
田
田
宮
%
と
い
う
、
む
し
ろ
雑
純
な
も
の
が
忘
れ
ら
れ
る
先
験
的
傾
向
の
あ

ミ
シ
ュ
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史
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地
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（
長
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ま
り
の
大
き
さ
に
、

一
種
の
倦
怠
さ
え
が
覚
え
ら
れ
る
時
も
近
づ
い
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
、
境
界
な
き
境
界
の
反
省
も
伴
い
来
る
の
で
あ
る
。

論
証
史
学
の
人
々
を

rs－zgと
称
し
た
の
は
や
や
誇
張
に
類
し
た
と
は
い
え
、
そ
の
歴
史
発
展
に
関
す
る
必
然
性
ま
た
論
理
的
連
絡
の

思
想
が
、
史
学
研
究
を
促
し
、
ま
た
殊
に
史
料
蒐
集
の
誘
導
と
な
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
テ
ィ
エ

l
ル
と
云
い
ミ
ネ
エ
と
云
い
、
さ
ら

に
ギ
ゾ
オ
に
至
る
ま
で
、
同
様
の
業
績
が
認
め
ら
れ
る
。
然
し
、

「
一
た
び
変
革
が
必
要
と
な
ら
ば
、
そ
し
て
そ
れ
を
な
し
と
げ
る
時
が
来
る

な
ら
ば
、
何
も
の
も
妨
げ
る
も
の
な
く
、
総
て
は
そ
の
利
用
と
な
る
」
と
は
深
刻
な
哲
学
的
思
索
の
傾
向
を
示
す
と
同
時
に
、

（ロ両日ぬロ四時い）

人
智
を
以
て
総
て
を
解
釈
し
う
る
と
し
、
既
定
観
念
の
解
訳
を
独
断
に
導
き
、
先
験
を
却
っ
て
真
相
解
明
の
前
に
支
障
た
ら
し
め
る
傾
向
ま
で

も
生
じ
て
い
た
。
因
に
（
ク
ロ
ウ
ド
・
ベ
ル
ナ
ア
ル
編
中
世
フ
ィ
リ
プ
l
オ
ウ
ギ
ュ
ス
ト
時
代
か
ら
十
七
世
紀
初
に
至
る
覚
書
集
一
一
一
一
一
巻
一

八
二
九
年
）

（
ギ
ゾ
オ
編
十
三
世
紀
に
至
る
覚
書
集
一
一
一
一
巻
）

（
ジ
ャ
ン
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ブ
ュ
シ
ョ
ン
編
俗
語
に
由
る
十
三
世
紀
十

六
世
紀
国
民
年
暦
集
四
七
巻
一
八
二
回
九
年
完
）
等
は
、
こ
の
時
期
に
於
け
る
著
し
い
業
績
で
あ
っ
た
。

註

ω
。
巳
N
C
F

冨
吉
岡
己
目
円

g
円。】白円以

b
F
H
N
A
Z
o
－z昨

日

C
ロ
弘
、
〉
口
問

E
R
R－
冨
民
・

(2) 

富
山
宮
内
戸
田
町
宮
町
内
牛

o
F
H
N
b
g
E巴
0
ロ
吟
g
n包
括
・
冨
日
仏
．

『
史
書
文
粋
』
の
カ
ミ
ユ
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
は
、
同
書
附
記
の
史
学
史
略
記
（
讃
井
鉄
男
和
訳
）
の
う
ち
で
、
ギ
ゾ
オ
の
有
名
な
フ
ラ
ン
ス
史

「
一
史
実
に
理
念
を
発
見
し
、

と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
ミ
シ
ュ
レ
の
場
合
に
再
考
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
当
然
そ
こ
に
は
広
汎
な
史
料
の
蒐
集
と
研
究
と
を
要

に
関
し
て
、

一
文
献
に
心
情
を
発
見
し
、

一
語
句
に
思
想
を
発
見
せ
ん
と
す
る
方
法
」
の
優
れ
た
も
の
で
あ
る

求
し
、
批
判
考
証
の
結
果
に
於
て
、
史
学
の
必
要
な
る
多
方
面
的
性
質
を
要
求
す
る
に
至
る
。
例
え
ば
、
従
来
多
く
看
過
さ
れ
た
る
教
会
及
び

教
会
組
織
等
に
及
ん
で
、
歴
史
現
象
が
把
握
さ
れ
る
こ
と
を
試
る
が
如
き
こ
と
で
あ
る
。

斯
く
総
合
し
論
断
し
批
判
し
分
析
す
る
過
程
は
、
自
づ
か
ら
活
滋
な
る
総
括
と
描
写
と
を
導
き
、
恰
か
も
眼
に
見
耳
に
き
く
が
如
き
、
叙
述
を



必
要
と
す
る
よ
う
誘
導
さ
れ
る
。
即
ち
論
断
し
批
判
し
分
析
す
る
そ
の
前
提
と
し
て
の
、
史
実
の
描
写
或
は
そ
の
結
果
と
し
て
の
史
実
の
描
写
が

活
漉
に
換
言
す
れ
ば
絵
画
的
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
更
に
換
言
す
れ
ば
論
証
史
学
と
飯
述
史
学
と
の
両
面
が
こ
こ
に
生
ず
る
の
で
あ
る
。

二
十
年
代
三
十
年
代
に
於
け
る
史
学
業
績
は
甚
多
い
。
或
は
理
念
論
哲
学
の
伝
統
も
あ
り
、
文
献
研
究
の
伝
統
も
あ
り
、
有
用
史
学
の
一
面

も
存
し
、
総
合
に
至
る
途
も
存
し
、
或
は
ギ
ゾ
オ
史
学
に
見
ら
れ
る
鍍
述
史
学
の
一
面
も
、
既
に
そ
の
徽
章
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
所
謂

因
み
に
ジ
ュ
リ
ア
ン
は
同
書
に
於
て
、

い
か
に
史
学
全
般
に
対
し
て
、
空
〈
に
大
き
な
功
績
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
忘
る
、
べ
か
ら
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

3
テ
ィ
マ
一
リ

フ
ア
タ
リ
ス
ト
の
業
績
が
、

フ
ラ
ン
ス
史
学
の
興
趣
は
二
傾
向
、
テ
ィ
エ
リ
イ
と
ギ
ゾ
オ
と
の
存
在
で
あ
る
と
い
う
。

イ
は
サ
ン
シ
モ
ニ
ス
ム
か
ら
展
開
し
て
、
征
服
さ
れ
た
る
ゴ
ウ
ル
人
の
権
利
を
防
護
し
て
、
農
民
の
利
益
に
就
い
て
論
証
す
る
。

註
川

開
制
件
円
世
紅
色
。
回
出
町
件
。
ユ
由
同
岡
田
片
岡
島

HHAuamLZUQM向。

aιvn－
目
・
。
国
ヨ
ロ
ゲ

H
E－－

z
p
Z♀
2

2
『
可
回
目
的
件
。
一
同
刊
。
ロ
司
『
田
口
円
。
阻
ロ
凶
匂
円
偽

g
b
n
F

H
＠
M
M
・

。
。
ロ
肺
門
白
骨
由
民
。
ロ
由
回
己
同
－

d
z
a
s
含
同
町
曲
ロ

nmwMN伽
4
0－
5
－
cロ
《
］

O

H∞ω。・

ω
8
8
3の
忌
同
タ

mmω

丸
Z

P

Sロ
山
口

2
c
g
n
o
E
H
m
g

公
邑
g
z
E
D
H－G
ロ
2
・
戸
、
田
宮
口
円
由
民

Oロ
含

Z
8
5
5口
広

E
B
F
l

忍
田
町
民
右
。

2
H
H巾
円
｝
岡
市
同
島

Mar－
曲
件
。
ユ
』
ロ
巾
回
巾
同
由
民
叩
ロ
円
山
口
己
』
出
向

(2) ル
イ
・
ア
ル
フ
ァ
ン
は
『
史
学
百
年
』
に
、

(3) 

8
2巾
gMO
｝
三
回
】

O
R
U
X
H
U〈
内
明
日
常
｝

p
g
H
m－－
m
g
p
s
c岬
酔

－
田
町

C町田－
w
L、内
wnno同
色
白
d

『
叩
ロ
凶

O口
市
回
目
以
円
四
円
巾
仲
田
司
叩
口
－
田
口

bn命的印一宮山

色
窓
口
－
同
ロ

C
E
S
S
F
a
n・

0
巳
NOF
回目

2
・

L
2
2日
間
宮
町
田
含
加

CEw巾
同
口
市
ヨ
ヨ
門
司
名
門
恥
耳
毘
骨
神
山
崎
U

BbBDFHm朋
酔

E
H凶恥〈
c－
z
t
oロ
民
〉
旬
開
－

a
2円
。
一
一
回
目
的
同
・
《
山
市
］
白

色
〈
巴
町
田
巴

Oロ
mロ
司
円
凶
ロ
ロ

o
u
o
H
n－

一
八
三

O
年
頃
の
史
学
者
の
普
通
的
な
事
業
は
、
史
料
の
探
究
で
あ
っ
た
と
い
う
（
芯
ロ
E
g
m

E
M
仏

0
2
g
g
Z〉
。
七
月
革
命
が
歴
史
論
証
、
政
治
批
判
の
結
果
と
、
考
え
ら
れ
る
事
態
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
後
年
の
二
月
革
命
の
時
に
、

ル
イ
・
プ
ラ
ン
の
『
十
年
史
』
が
七
月
主
国
の
「
城
崩
し
」
と
称
せ
ら
れ
た
と
同
様
の
事
態
は
、
七
月
革
命
以
前
の
史
家
の
上
に
も
考
及
ぼ
さ
れ

ミ
シ
ュ
レ
史
学
の
地
位
〈
長
）

る
。
ベ
ル
リ
侯
暗
殺
事
件
後
の
復
旧
王
朝
の
政
治
に
及
ぼ
し
た
る
言
論
の
影
響
は
、
史
家
の
活
動
を
し
て
益
々
史
料
探
究
に
向
か
わ
し
め
た
。



ミ
シ
ュ
レ
史
学
の
地
位
ハ
長
）

四

史
学
は
当
時
最
大
の
学
問
、
史
学
研
究
は
国
民
的
制
度
で
あ
っ
た
〈

J
g
z
E
Z
Z
8
5巴
O
ロ乱。
J
叶
E
2
q
w
。
。
ロ
包
凶

b
E
Z
E
－－

史
料
は
益
々
多
く
、
そ
の
普
及
は
各
地
の
教
育
機
闘
が
史
学
及
び
考
古
学
を
重
要
科
目
と
し
て
取
扱
い
、
こ
の
状
況
は
西
は
ベ
ル
ギ
イ
に
接

す
る
地
方
か
ら
、
南
は
カ
ル
カ
ッ
ソ
ン
ヌ
に
至
る
地
方
、
及
び
南
方
マ
ル
セ
イ
ユ
か
ら
中
部
デ
ィ
シ
ョ
ン
、
更
に
西
の
ア
ン
ジ
ェ
な
ど
に
於
け

る
多
く
の
教
育
機
関
に
於
て
こ
れ
を
見
る
に
至
っ
た
が
、
こ
の
間
に
研
究
方
法
論
も
発
達
し
ク
ロ
ー
ド
・
フ
ラ
ン
ソ
ア
・
ド
ウ
ヌ
ウ
（
一
八
四

O
頚）

を
は
じ
め
文
書
学
者
の
多
数
が
傑
出
し
た
。
ジ
ャ
ン
・
ポ
ダ
γ
の
昔
を
顧
れ
ば
、
実
に
隔
世
の
観
が
あ
る
。
そ
し
て
歴
史
家
の
も
の
の

み
な
ら
ず
多
く
著
作
が
史
料
に
由
つ
て
の
業
績
と
し
て
発
表
さ
れ
た
。
ミ
ネ
エ
の
『
イ
ス
パ
ニ
ア
王
位
継
承
』
、
キ
シ
ュ
ラ
の
『
オ
ル
レ
ア
ン

少
女
の
起
訴
』
、
更
に
プ
ロ
ス
ペ
ル
・
メ
リ
メ
エ
の
『
？
l

マ
史
研
究
』
そ
し
て
テ
ィ
エ
リ
イ
の
『
三
級
民
史
論
』
ま
た
ミ
シ
ュ
レ
の
『
タ
ン

プ
リ
エ
起
訴
』
等
々
が
あ
る
。

斯
く
の
如
き
史
学
の
発
達
進
歩
の
環
境
に
於
て
は
、
形
態
と
も
云
う
べ
き
論
証
と
鍍
述
と
が
、
お
の
づ
か
ら
海
一
或
は
帰
一
す
べ
き
問
題
と

し
て
残
る
べ
き
も
の
、
則
ち
包
括
し
融
合
し
即
ち
総
合
す
る
、
体
系
的
な
も
の
を
樹
立
す
る
こ
と
が
、
残
さ
れ
た
る
課
題
と
し
て
考
え
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
ま
し
て
広
汎
な
研
究
の
範
囲
移
多
な
種
別
の
資
料
の
有
る
当
代
に
於
て
、
こ
れ
に
対
す
る
新
し
き
検
討
と
認
識
と
が
、
必
ず
や

一
層
に
総
合
的
な
史
学
を
生
ず
べ
き
も
の
あ
る
に
於
て
お
や
で
あ
る
。
こ
の
間
に
生
じ
た
も
の
が
ジ
ュ
ー
ル
・
ミ
シ
ュ
レ
史
学
で
あ
れ
v

ー「

歴

史
の
劇
的
な
る
統
合
、
影
像
の
形
を
以
て
す
る
理
念
、
象
徴
の
形
を
以
て
す
る
事
実
」
を
志
す
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
史
学
は
彼
に
至
っ
て

「
近
代
科
学
的
成
立
」
の
第
一
歩
を
得
た
〔
3
t、
E広
今
回
目
住
吉
二
土
、

5
8
5
三

宮

豆

諸

尽

な

8
5
r
B
O
L
－－E
mク
mこ
。

r
x
m
o
g同

O
円
語
。
内
凶
四
回
百
戸
ゲ
O

F
・）。

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
モ
ノ
オ
は
、

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
が
ミ
シ
ュ
レ
を
評
し
て
言
っ
た
言
葉
を
ミ
シ
ュ
レ

評
価
の
う
ち
に
掲
げ
て
い
る
。
日
く
「
言
語
の
魔
術
を
以
て
、
過
去
の
墓
場
の
遺
骸
か
ら
、
祖
先
の
行
為
を
吾
等
の
眼
前
に
再
現
す
る
こ
と
が

歴
史
家
の
職
能
に
存
す
る
と
せ
ば
、
ミ
シ
ュ
レ
こ
そ
は
本
当
に
歴
史
家
で
あ
る
」
と
。
ア
シ
リ
・
セ
エ
は
史
学
理
論
の
う
ち
で
、
ミ
シ
ュ
レ
を

最
初
の
真
の
史
家
で
あ
る
と
云
い
、
エ
リ
ヒ
・
シ
ュ
テ
i
ガ
ア
は
『
十
九
世
紀
フ
ラ

γ
ス
史
家
の
世
界
的
思
想
』
勺
ま
た
殊
に
グ
ス
タ
フ
・
ウ



ォ
ル
フ
は
『
近
世
史
研
究
序
札
日
）
の
う
ち
に
、

モ
ノ
オ
の
評
価
を
説
い
て
、
極
め
て
端
的
に
ミ
シ
ュ
レ
の
業
績
を
形
容
し
て
日
く
、

「
モ
ノ
オ

は
テ
l
ヌ
を
哲
学
者
と
し
、

ル
ナ
ン
を
評
論
家
と
し
た
が
、
ミ
シ
ュ
レ
は
最
も
微
妙
な
る
後
世
へ
の
感
覚
を
残
す
史
家
で
あ
る
と
し
た
」
と
言

う
〆画、
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さ
て
ミ
シ
ュ
レ
は
何
に
由
っ
て
そ
の
史
学
を
成
し
た
か
と
い
う
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
、

カ
ミ
ユ
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
言
が
省
み
ら
れ
る
。

日
く
、

「
ミ
シ
ュ
レ
の
精
神
は
、
こ
れ
を
要
す
る
に
哲
学
と
ド
イ
ツ
と
で
あ
る
」
と
言
い
、
そ
し
て
哲
学
は
ク
ザ
ン
と
ヴ
ィ
コ
と
で
あ
る
と
す

る
。
ク
ザ
ン
は
、

「
余
の
若
き
友
人
た
る
ミ
シ
ュ
レ
に
向
っ
て
、
ヴ
ィ
コ
と
へ
ル
デ
ル
と
を
フ
ラ
ン
ス
に
も
た
ら
し
奨
励
し
た
こ
と
は
余
の
最

も
喜
ぶ
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
い
う
。
従
っ
て
ド
イ
ツ
哲
学
に
関
連
す
る
或
は
祖
述
す
る
ク
ザ
ン
思
想
と
グ
ィ
コ
哲
学
と
の
、
ミ
シ
ュ
レ
史
学
に

於
け
る
関
係
は
明
ら
か
で
、
換
言
す
れ
ば
、
ミ
シ
ュ
レ
史
学
の
根
基
は
、
哲
学
の
ヴ
ィ
コ
で
あ
り
、
ま
た
へ
ル
デ
ル
の
ド
イ
ツ
即
ち
へ
ル
デ
ル

の
詩
で
も
あ
り
宗
教
で
も
あ
る
と
さ
れ
る
。
即
ち
以
前
の
論
証
史
学
者
の
所
謂
ジ
ェ
ル
マ
ニ
ス
ト
と
は
、
大
に
異
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ミ
シ
ュ
レ
は
凡
そ
論
証
と
銭
述
と
の
従
来
の
史
学
傾
向
に
不
満
で
あ
り
、
彼
は
彼
の
哲
学
と
彼
の
ド
イ
ツ
と
の
上
に
、
当
代
の
史
学
の
普
及

発
達
を
包
括
し
て
、
総
合
せ
ん
と
試
み
た
人
で
あ
る
。
ジ
ュ
リ
ア
ン
は
従
来
の
史
家
を
称
し
て
、

Y
O
B
B
m
骨
宮
邑
で
あ
る
と
し
、
ギ
ゾ
オ

は
制
度
の
上
で
あ
り
、
テ
ィ
エ
リ
イ
は
征
服
さ
れ
た
る
国
民
の
上
で
あ
り
、
テ
ィ
エ
l
ル
と
ミ
ネ
エ
と
は
革
命
時
代
の
上
で
あ
る
と
す
る
が
、

ミ
シ
ュ
レ
史
学
の
地
位
（
長
〉

五



ミ
シ
ュ
レ
史
学
の
地
位
ハ
長
）

-'-ノ、

そ
れ
は
必
ず
し
も
妥
当
で
は
な
い
と
し
て
も
、

「
ミ
シ
ュ
レ
に
至
つ
て
は
日
M
O
B
S叩
仏
、
包
含
で
あ
り
、

国
民
全
体
を
知
り
、

フ
ラ
ン
ス
の
。
一
ん

整
（
宮
忠
鳴
回
目
）
な
形
を
望
見
し
、
そ
の
森
林
そ
の
河
川
そ
の
住
民
そ
の
偉
人
、

の
革
命
に
も
変
化
せ
ざ
る
永
遠
の
特
質
を
、
認
め
た
も
の
で
あ
る
」
と
す
犯

そ
の
政
治
、

そ
の
区
々
た
る
地
域
、
ま
た
度
々

そ
の
芸
術
、

そ
し
て
オ
ス
カ
ア
・
ハ
ア
ク
は
「
元
来
彼
れ
ミ
シ
ュ
レ
は
何
等
の
好
奇
を
も
歓
喜
を
も
了
解
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
そ
の
生
涯
は
一
に
苦
痛

の
生
涯
で
あ
り
、
過
去
の
国
民
の
苦
悩
を
な
げ
く
深
い
欄
れ
み
で
満
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
心
理
は
彼
の
著
作
に
委
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
彼
の

生
控
の
最
も
大
き
な
事
項
は
一
八
一
一
一

O
年
の
革
命
で
あ
る
。
こ
の
時
か
ら
、

フ
ラ
シ
ス
国
及
び
パ
リ
は
も
は
や
祖
国
た
る
の
み
な
ら
、
す
、
彼
に

と
り
て
霊
感
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
た
。
彼
は
『
世
界
史
序
説
』
に
於
て
フ
ラ
ン
ス
の
世
界
的
任
務
を
指
示
し
、
ま
た
『
フ
ラ
ン
ス
史
』
に
於

て
力
強
い
道
程
、
そ
れ
は
正
に
そ
の
光
栄
に
至
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
提
示
し
た
γ

と
記
事
し
て
い
る
。
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H
由
自
H

・

グ
ウ
チ
が
『
十
九
世
紀
史
学
史
』
に
引
用
し
て
い
る
ミ
シ
ュ
レ
の
言
を
見
る
に
、

「
ヴ
ィ
コ
は
新
世
界
の
予
言
者
で
あ
り
、
彼
は
始
め
て
プ

ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
が
そ
れ
自
身
作
用
す
る
事
績
を
明
示
し
た
。
ボ
ッ
ス
エ
の
如
き
宗
教
と
い
う
せ
ま
き
範
囲
に
於
て
で
は
な
く
、
自
身
を
社
会
に

由
っ
て
人
開
化
す
る
と
こ
ろ
の
人
類
に
於
て
で
あ
る
」
と
し
、
更
に
ヴ
ィ
コ
に
従
っ
て
「
人
類
は
そ
れ
自
身
の
プ
ロ
メ
テ
エ
で
あ
る
こ
と
」
、

「
ユ
マ
ニ
テ
は
そ
れ
自
身
に
於
て
成
る
事
蹟
で
あ
る
こ
と
」
、
そ
し
て
「
人
類
は
そ
の
社
会
性
に
於
て
、
は
じ
め
て
そ
の
存
在
の
本
質
を
得
る

こ
と
を
認
め
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
（
p
z
n
f
g
骨
芯
匂
E
F
g匂
宮
出
仏

E
2
0町四）
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P岡町一可・

註

ω
ヴ
ィ
コ
の
人
類
文
化
発
展
の
原
則
と
し
て
の

「
人
類
の

r
B
E
n
o
s
B
Gロ
と
い
う
こ
と
」
、

「
各
々
の
文
化
は
各
々
自
身
の
事
業
で
あ



り
、
何
等
外
部
と
の
交
渉
に
成
る
も
の
で
な
い
」
と
云
う
も
の
に
立
っ
て
、
ミ
シ
ュ
レ
は
人
類
の
歴
史
即
ち
ユ
マ
ニ
テ
の
歴
史
を
観
察
し
、
総

合
し
よ
ろ
と
考
え
る
。
人
聞
は
そ
れ
自
身
に
於
て
活
々
と
し
て
自
己
を
作
り
、
ま
た
人
聞
は
そ
の
社
会
性
に
由
っ
て
人
間
性
を
発
展
さ
せ
る
と

彼
は
考
え
る
。
モ
ノ
オ
の
前
掲
の
書
に
由
れ
ぽ
、
ミ
シ
ュ
レ
は
「
ヴ
ィ
コ
の
元
生
命
の
原
理
と
そ
れ
自
身
に
由
っ
て
創
生
さ
れ
る
ユ
マ
ニ
テ
の

学
説
に
立
っ
て
、
余
の
著
作
も
余
の
教
養
も
成
立
し
た
の
で
あ
る
」
と
言
っ
た
と
す
る
。

五

文
学
更
に
於
て
ラ
ン
ソ
ン
が
説
く
と
こ
ろ
を
見
る
に
、

「
復
興
王
朝
の
論
者
（
ド
ク
L

リ
ネ
！
ル
）
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
賞
讃
し
た
が
、

、
シ
ュ
レ
は
む
し
ろ
そ
れ
を
憎
ん
だ
。

彼
は
ド
イ
ツ
を
愛
し
た
。

彼
は
観
念
的
詩
的
感
傷
的
形
而
上
学
的
ま
た
宗
教
的
な
ド
イ
ツ
を
熱
愛
し

た
」
と
い
い
、
ミ
シ
ュ
レ
自
ら
は
、

「
余
ば
ド
イ
ツ
を
愛
し
、
そ
の
偉
大
に
し
て
却
っ
て
雑
純
な
も
の
を
愛
す
る
。
即
ち
ニ
イ
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の

ド
イ
ツ
、

ル
ウ
タ
ア
の
ド
イ
ツ
、
ベ
l
ト
オ
フ
エ
ン
の
‘
ド
イ
ツ
、

フ
レ
エ
ベ
ル
の
ド
イ
ツ
を
愛
す
る
。
ゲ
ー
テ
の
調
刺
的
ド
イ
ツ
を
好
ま
ず
、

へ
l
ゲ
ル
の
誌
弁
的
ド
イ
ツ
を
好
ま
ず
」
と
言
っ
た
と
い
う
。
即
ち
ミ
シ
ュ
レ
の
ド
イ
ツ
愛
好
、
被
の
史
学
の
「
ド
イ
ツ
的
」
と
は
、
如
何
に

｛

1）
 

そ
の
意
が
ギ
ゾ
オ
そ
の
他
の
論
証
者
の
、
ゲ
ル
マ
ニ
ス
ト
・
カ
ン
テ
ィ
ア

γ
・へ

l
ゲ
リ
ア
ン
と
異
な
っ
て
い
た
か
を
知
ら
し
め
る
。

猶
グ
ウ
チ
は
ミ
シ
ュ
レ
を
ロ
マ
ン
派
と
し
、
こ
れ
に
対
し
て
ギ
ゾ
オ
、
ミ
、
不
ェ
及
び
テ
ィ
エ
ル
を
政
治
派
と
し
て
い
る
が
、
前
記
ス
テ
i
ガ

ア
及
び
ジ
ョ
ル
ヂ
・
ミ
ュ
ニ
ィ
エ
は
、
テ
ィ
エ
リ
・
バ
ラ
ン
ト
を
教
訓
派
、
テ
ィ
エ
ル
・
ミ
ネ
ェ
を
宿
命
派
、

フ
ュ
ス
テ
ル
・
ド
・
ク
ウ
ラ
ン

ヂ
を
科
学
派
と
し
、
ミ
シ
ュ
レ
を
観
念
派
と
称
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
分
派
は
と
に
か
く
、
ミ
シ
ュ
レ
史
学
が
特
異
で
あ
っ
た
こ
と
、
並
び
に

理
想
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
顧
る
時
、
そ
の
史
学
の
総
合
の
意
図
従
っ
て
史
料
の
批
判
が
、
何
等
か
の
特
色
を
包
含
し
て
い
た
こ
と
を
注
意
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
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学
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地
位
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長
）
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ミ
ツ
ュ
レ
史
学
の
地
位
ハ
長
）

A 

、
シ
ュ
レ
の
ド
イ
ツ
愛
好
は
詩
で
あ
り
信
仰
で
あ
り
感
情
で
あ
り
、

彼
が
耽
読
し
た
も
の
は
グ
リ
ム
の
文
学
と
、

ヘ
ル
デ
ル
の
哲
学
思
想

と
、
古
く
は
ニ
イ
プ
ア
の
史
書
で
あ
っ
た
。
概
し
て
言
え
ば
、
ド
イ
ツ
の
純
素
な
イ
デ
プ
リ
ズ
ム
ス
と
ロ
マ
ソ
テ
ィ
ク
の
系
流
で
あ
る
。
こ
の

思
想
と
感
情
と
に
動
か
さ
れ
、

ユ
マ
ニ
テ
の
自
己
生
成
の
線
に
沿
っ
て
、
過
程
を
劇
的
に
観
察
し
、
時
代
の
理
念
を
象
徴
に
於
て
表
わ
し
、
史

実
を
象
徴
を
以
て
描
か
ん
と
し
た
る
も
の
、

ま
た
総
合
せ
ん
と
し
た
る
も
の
、
ま
た
総
合
観
察
を
歴
史
発
展
の
本
質
に
識
ろ
う
と
し
た
も

の
は
、
彼
の
天
敏
を
以
て
す
る
も
の
で
、
正
に
最
も
優
れ
た
る
歴
史
家
と
称
せ
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。

彼
が
そ
の
『
フ
ラ
ン
ス
史
』
の
う
ち
に
、
特
に
そ
の
は
じ
め
に
記
し
た
も
の
は
実
に
そ
の
史
学
の
目
的
で
あ
る
。
日
く
「
余
の
歴
史
の
問
題

は
、
過
去
の
完
整
的
生
命
現
象
の
再
現
と
し
て
、
課
せ
ら
れ
る
。
単
に
そ
の
外
見
の
み
で
な
く
、
内
在
す
る
且
つ
奥
深
き
組
織
そ
の
も
の
で
あ

る
」
と
。
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即
ち
彼
は
論
証
派
を
以
て
分
析
と
無
感
覚
と

の
弊
と
し
、

鍛
述
派
を
以
っ
て
内
面
的
生
命
を
考
え
ず
と
し
た
。

理
念
の
拡
充
に
於
て
解
釈
し
、

或
は
道
義
世
界
の
建
設
に
於
て
理
論
付
け

L
、
文
或
る
観
念
に
立
ち
、
あ
る
標
準
例
え
ば
民
族
闘
争
や
自
然
力
の
支
配
な
ど
の
宿
命
論
的
な
も
の
は
、
彼
の
史
学
で
は
な
か
っ
た
。

伎
の
史
学
に
多
く
の
影
響
を
与
え
た
ヘ
ル
デ
ル
の
、

ユ
マ
ニ
テ
が
諸
々
の
歴
史
過
程
を
経
て
完
成
さ
れ
る
も
の
と
し
た
の
と
は
異
っ
て
、

ユ
マ
ニ
テ
そ
れ
自
身
が
生
成
す
る
こ
と
を
、
歴
史
過
程
が
反
映
す
る
の
を
見
ょ
う
と
す
る
。
歴
史
は
生
成
躍
動
す
る
生
命
そ
の
も
の
で
あ
る
と

ず
る
。

こ
の
完
整
な
自
己
生
成
の
生
命
の
流
れ
を
、

総
合
せ
ん
と
す
る
こ
と
を
、

彼
の
史
学
の
目
的
と
し
た
。

史
学
は
伎
に
於
て
は

250

印
苦
手
宮
町
骨

F
4目白山口広
m
E｝
%
で
あ
る
。

生
成
躍
動
す
る
生
命
の
力
の
自
由
と
い
う
観
念
に
従
っ
て
、
被
は
あ
ら
ゆ
る
宿
命
論
的
慣
向
の

史
学
を
非
難
し
た
の
で
あ
る
。

彼
は
人
間
性
の
自
由
な
動
作
は
、
自
然
に
も
、
神
意
に
も
、
或
は
恒
久
の
真
理
と
称
せ
ら
れ
る
如
き
も
の
に
も
、
制
限
さ
れ
ず
と
し
た
。
結

局
生
命
的
自
由
が
、
物
理
的
自
然
的
ま
た
他
の
理
性
的
或
は
神
意
的
な
拘
束
に
対
し
て
、
不
断
の
闘
争
を
な
し
つ
つ
あ
る
も
の
が
鹿
史
で
あ
る



と
す
る
の
で
あ
る
。
実
に
彼
の
こ
の
生
命
の
流
れ
を
描
か
ん
と
す
る
意
が
、
如
何
に
む
し
ろ
芸
術
的
で
あ
っ
た
か
、
文
直
覚
論
的
で
あ
っ
た
か

を

同
時
に
欠
点
と
も
見
ら
れ
る
も
の
は
、

そ
の

「
同
情
的
構
想
」

吾
々
に
考
え
さ
せ
る
。

グ
ウ
チ
は
ミ
シ
ュ
レ
の
最
大
の
資
性
は
、

〈白山、ロ唱担任
2

－nE
g
m宮
田
神
戸
O
ロ）

で
あ
る
と
し
、
且
つ
彼
を
以
て
史
学
に
於
け
る
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
オ
で
あ
る
と
云
う
。

．品．
J、

然
し
斯
の
如
き
芸
術
的
な
、
又
或
は
宗
教
的
な
、
歴
史
の
内
面
に
浸
透
す
る
如
き
、
所
謂
悟
入
の
心
境
を
以
で
し
た
ミ
シ
ュ
レ
の
史
学
は
、

必
ず
し
も
全
く
史
実
に
対
す
る
第
三
者
的
客
観
の
全
部
を
、
失
な
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
彼
が
グ
ウ
チ
の
所
調
史
学
者
中
の
最
大
の

文
学
的
芸
術
的
史
学
者
た
る
所
以
に
は
、
現
象
の
相
互
関
連
、
不
可
分
的
関
係
、
相
互
反
映
に
つ
い
て
、
却
っ
て
客
観
的
観
察
を
以
て
始
め
と

す
る
も
の
が
あ
り
、
そ
し
て
総
合
に
必
要
な
る
広
汎
な
遺
物
伝
承
の
範
囲
の
渉
猟
が
要
求
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
即
ち
事
実
上
彼
の
研
究
は
、

従
来
見
ざ
る
史
料
の
用
意
が
あ
り
ま
た
そ
の
使
用
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
所
謂
同
情
的
構
想
が
、

一
面
に
於
て
批
判
を
「
余
り
に
早
く
さ
せ
た
欠
点
を
伴
っ
た
と
は
言
え
、
そ
れ
は
研
究
の
進
歩
を
無
限
に
延

長
さ
せ
、
史
料
の
内
容
の
解
釈
に
力
強
い
働
き
と
な
っ
た
。
恰
か
も
文
書
な
ら
ば
そ
の
紙
に
対
し
生
命
あ
る
も
の
の
如
く
見
る
こ
と
、
恰
か
も

ユ
ゴ
オ
が
事
物
を
人
間
に
変
体
す
る
が
如
き
に
似
て
い
る
」
と
ジ
ュ
リ
ア
ン
は
い
う
（
片
岡
田

g
r
s
z
g）。
斯
の
態
度
は
ま
さ
に
ミ
シ
ュ
レ

の
「
総
合
」
の
第
一
歩
で
あ
る
。
ミ
シ
ュ
レ
の
ド
イ
ツ
的
感
覚
的
な
研
究
に
反
対
し
て
い
た
テ
ィ
エ
リ
イ
で
も
、
そ
れ
を
「
良
心
的
に
し
て
叉

稀
な
る
理
解
の
研
究
」
と
言
う
。

テ
l
ヌ
は
「
或
時
代
の
文
書
を
研
究
す
る
場
合
、
科
学
研
究
の
そ
れ
に
似
た
感
覚
を
苦
悩
す
る
の
で
あ
る
。
彼
れ
ミ
シ
ュ
レ
は
自
身
を
、
こ

の
自
在
万
能
の
存
在
に
対
し
て
、
類
似
さ
せ
た
か
に
見
う
け
ら
れ
る
。
あ
ら
ゆ
る
形
態
を
捉
え
又
あ
ら
ゆ
る
事
態
を
転
化
さ
せ
て
彼
自
身
を

そ
こ
に
優
置
さ
せ
る
。
彼
が
観
察
し
尽
す
至
る
と
こ
ろ
に
於
て
、
彼
は
そ
れ
と
と
も
に
生
命
と
美
と
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
」
と
激
賞
し
て
い

ミ
シ
ュ
レ
史
学
の
地
位
（
長
〉

九



ミ
シ
ュ
レ
史
学
の
地
位
（
長
）

。

（

2
V
 

る。註
(2) (1) 

吋
EO同同可切の
c
g
r凶

b
g昨日
0
5
2同－

t
a
a
z
r司
g
p
n
F

、
吋
包
ロ
タ
開
閉
曲
目
目
印
仏
白

n
H
F
巳
ρロ
白
色
仏
、
宮
町
件
。
片
岡
0
・

更
に
ミ
シ
ュ
レ
著
作
の
各
々
に
つ
い
て
、
上
述
に
足
ら
ざ
る
と
こ
ろ
を
補
う
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
近
代
史
概
説
（
一
八
二
八
）
の
次
の
ロ

ー
マ
共
和
政
史
こ
八
三
一
）
、

つ
い
で
中
古
期
の
フ
ラ
ン
ス
史
（
一
八
四
七

l
五
五
）
、
文
芸
復
興
期
と
近
世
（
一
八
五
五
六
二
）
、
未

完
の
十
九
世
紀
史
（
一
八
七
二
七
四
、
即
ち
没
時
の
著
作
）
更
に
感
想
作
「
山
岳
」
の
如
き
文
学
書
を
も
省
み
る
べ
き
で
あ
り
、

リ
ッ
タ
ア

ま
た
ワ
イ
ツ
の
史
学
史
を
参
照
し
て

（冨
2
－N
E
5
F
何ロ富山口

Em－
u
c
g晶
君
田
町

N
W
F
E∞
nroFranrgm）
、
所
謂
ミ
シ
ュ
レ
史

学
の

B
E
E－－
F

E白
色

E
t
o
p
－M
r
g
g印
ぽ
を
能
く
知
る
べ
き
で
あ
る
が
、
私
は
力
足
ら
ず
し
て
こ
れ
を
摘
筆
し
、
後
進
の
研
究
に
ま
つ

こ
と
と
し
た
。
こ
の
一
文
は
凡
そ
二
十
年
前
の
旧
記
帳
に
由
っ
た
も
の
で
、
参
考
文
献
図
書
に
関
す
る
こ
と
の
掲
記
に
必
要
な
条
件
、
年
代
出

版
地
頁
号
等
を
欠
き
、
頗
る
蕪
雑
な
一
家
言
と
な
っ
た
こ
と
を
恥
じ
る
も
の
で
あ
る
。

（
昭
和
四
十
二
年
盛
夏
）


